川西町福祉に関するアンケート調査

【ご協力のお願い】

日頃より、川西町の福祉行政にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。
本町では現在、「第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画」の策定を進めています。計画の策定にあたり、町民の皆様の福祉に関する意識や意向などを把握し、障がい者の方が暮らしやすいまちづくりの推進に役立てるためのアンケート調査を実施することといたしました。
この調査は、無記名でご回答いただきますので、回答された方を特定したり、個人の回答内容を明らかにすることはありません。
また、ご回答いただいた内容は、統計的な処理を行い、計画策定及び施策推進のための基礎資料としてのみ使用し、その他の目的で使うことは一切ありません。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。
令和８年１０月
川　西　町≪ご記入にあたってのお願い≫


１　この調査票は、宛名のご本人に記入していただくものです。
２　各設問に対しては、あてはまる項目の番号に○印をつけてお答えください。
この場合、（１つに○）、（あてはまるものすべてに○）など指定している項目がありますので、それぞれ指示にしたがってお答えください。
３　ご記入いただいた調査票は、令和８年１０月３０日（金）までに同封の返信用封筒に入れてお送りください。（切手は不要です。）
＊回答はパソコン・スマートフォン等でも可能です。
　右記二次元コードまたは下記URLよりご回答ください。
　URL：https://src.webcas.net/form/pub/src2/293610_k
　※専用サイトへのログインの際には、次のIDを入力してください。
　　　■ID







二次元
コード







■本調査のお問合せ先（受付時間：月～金曜日（祝日除く）９時～１２時／１３時～１７時）
▷調査目的や個人情報の取り扱いなどについて
川西町役場　福祉こども課
〒636-0202
奈良県磯城郡川西町大字結崎２８番地の１
電話：0745-44-2631
FAX：0745-44-4780


▷回答方法やＷＥＢアクセスなどについて
〈調査委託会社〉
株式会社サーベイリサーチセンター大阪事務所
川西町障がい者福祉調査サポートセンター
０１２０－１８６－１８９（フリーダイヤル）





１　あなたご自身のことについて
問１　あなた（あて名のご本人）の性別を教えてください。（１つに○）
	１． 男性
	２． 女性
	３． その他


問２　あなたの年齢（年代）を教えてください。（令和８年１０月１日現在）（１つに○）
	１． １０・２０歳代
	２． ３０歳代
	３． ４０歳代
	４． ５０歳代

	５． ６０歳代
	６． ７０歳代
	７． 80歳以上
	


２　障がいのある方とのかかわりについて
問３　あなたの身近に障がいのある人がいますか。または、これまでにいたことがありますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 家族など身近な親族にいる・いた
	５． 仕事関係（選択肢４以外）にいる・いた

	２． 隣近所にいる・いた
	６． 趣味などの活動にいる・いた

	３． 学校にいる・いた
	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	４． 自分の職場にいる・いた
	８． 身近にいたことはない


問４　あなたは、日常生活の中で、障がいのある方の手助けをしたことがありますか。（１つに○）
	１． ある
	２． ない


【問４で「１．ある」と回答した方にお聞きします。】
問５　あなたが実際に行った手助けは何ですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 荷物を代わりに持った

	２． 席をゆずった

	３． 階段昇降等のときに手を貸したり、車いすを押したりした

	４． 様子を見に行ったり、声をかけたりした

	５． 買い物を代わりに行った

	６． 食事や惣菜などを持って行った

	７． 食事を作ったり、掃除や洗濯を手伝った

	８． 車で送り迎えするなど、外出の手助けをした

	９． 介護や看護をした

	１０． 電話を代わりにかけた

	１１． 書類などを読んだり、代書した

	１２． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問６　あなたは、障がいのある方が困っているとき、手助けをしますか。（１つに○）
	１． 自ら進んで手助けをする

	２． 頼まれたら手助けする

	３． 手助けするのはためらう

	４． あまり手助けしたくない

	５． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



【問６で「３．手助けするのはためらう」または「４．あまり手助けしたくない」と回答した方にお聞きします。】
問７　手助けしない理由はなぜですか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 本当に困っているのかわからないから

	２． 声をかけるのが恥ずかしいから

	３． かえって失礼な気がするから

	４． どのように手助けしていいのかわからないから

	５． 誰かがすると思うから

	６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問８　あなたは、地域社会の中で、障がいがあることを理由とする差別や偏見があると思いますか。
（１つに○）
	１． ある
	２． ない


【問８で「１．ある」と回答した方にお聞きします。】
問９　それはどのような時だとあなたは思いますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 教育の場
	７． 街角など外での人の視線

	２． 仕事や収入面
	８． 店などでの対応・態度

	３． コミュニケーションや情報の収集
	９． 日常生活の中で周りの人から

	４． スポーツ・趣味の活動
	１０． 交通機関の利用等

	５． 隣近所づきあい
	１１． 公共施設の利用等

	６． 地区の行事や集まり
	１２． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問１０　それらの障がいを理由とする差別や偏見は、５年前と比べて改善されていると思いますか。
（１つに○）
	１． かなり改善されている
	４． ほとんど改善されていない

	２． ある程度改善されている
	５． わからない

	３． あまり改善されていない
	


問１１　あなたは、障がいのある方の地域活動や就職などの社会参加について、一般の理解が深まってきていると思いますか。（１つに○）
	１． 理解が深まってきていると思う

	[bookmark: _Hlk140055562]２． 理解が深まっているとは思わない

	３． どちらともいえない


【問１１で「2．理解が深まっているとは思わない」または「3．どちらともいえない」と回答した方にお聞きします。】
問１２　あなたが、理解が深まっていない、どちらともいえないと思われたのはなぜですか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 障がい者福祉に関する情報提供や啓発・学習機会が不足している

	２． 障がいのある方への配慮に欠ける行為を見かける（障がい者用駐車区域への一般車両の駐車など）

	３． 障がい者福祉を目的とする住民団体への支援が不足している

	４． 障がいのある方と障がいのない住民が交流できる機会が少ない

	５． 小・中学校における障がいや障がい者に関する教育が十分でない

	６． 障がいのある方に配慮した施設や設備が整っていない

	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問１３　あなたは、障がいのある方が地域や社会に積極的に参加していくために、どのようなことが大切だと考えますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 地域の活動や行事があるときの誘いの声かけ
	７． 参加を補助するボランティアなどの育成

	２． 魅力的な行事や活動の充実
	８． 家族の積極性

	３． 利用しやすい施設への改善
	９． 障がいのある方自身の積極性

	４． 移動しやすい交通機関や道路への改善
	１０． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５． 地域の人たちの理解
	１1． わからない

	６． 行政の広報や福祉教育の充実
	






３　障がいのある方への支援について

問１４　あなたは、障がいのある方を地域の人が支えていると思いますか。（１つに○）
	１． 支えていると思う
	３． どちらかというと、支えているとは思わない

	２． どちらかというと、支えていると思う
	４． 支えているとは思わない



問１５　あなたは、今後、障がいのある方にかかわる支援活動に興味がありますか。（１つに○）
	１． 興味があり、実際に活動している
	５． 興味がない

	２． 興味があり、これまでに活動したことがある
	６． わからない

	３． 興味があり、機会があればしてみたい
	

	４． 興味はあるが、活動内容による
	



【問１５で　「１．興味があり、実際に活動している」、「２．興味があり、これまでに活動したことがある」、「３．興味があり、機会があればしてみたい」、「４．興味はあるが、活動内容による」のいずれかを回答した方にお聞きします。】
問１６　あなたは、どのような支援活動に参加していますか。また、今後参加したいですか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 行事や催事などの手助けや介助
	６． 災害時の援助

	２． 学習活動・趣味活動などの手助けや介助
	７． 手話・要約筆記・点訳・朗読活動等

	３． 家事の援助（掃除・洗濯・調理等）
	８． 話し相手や安否確認

	４． 外出時の援助（送迎を含む）
	９． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５． 社会福祉施設に対する援助
	



問１７　あなたは、障がいのある方が地域で生活するために、どのような支援があればよいと思いますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 在宅で医療ケアなどが適切に得られること
	７． 地域住民等の理解

	２． 障がいのある方に適した住居の確保
	8． 情報の取得や利用についての支援

	３． 必要な在宅サービスが適切に利用できること
	9． コミュニケーションについての支援

	４． 生活訓練等の充実
	10． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５． 経済的な負担の軽減
	11． わからない

	６． 相談対応等の充実
	



４　障がいのある方の就労について

問１８　障がいのある方は仕事につきにくいといわれていますが、あなたは、どのようなことが原因になっていると思いますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 効率や生産性を優先する社会構造

	２． 障がいのある方の職業訓練や教育の機会が少ないこと

	３． 障がいのある方の労働意欲育成の機会が少ないこと

	４． 障がいのある方の就労意欲を奪う周囲の無理解

	５． 障がいのある方が働きにくい職場環境

	６． 困難な通勤環境

	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	８． わからない



問１９　あなたは、障がいのある方への就労支援として、どのような事が必要だと思いますか。
（あてはまるものすべてに○）
	１． 通勤手段の確保
	８． 就労後のフォローなど職場と支援機関との連携

	２． 職場におけるバリアフリー等の配慮
	９． 企業ニーズにあった就労訓練

	３． 短時間勤務や勤務日数等の配慮
	10． 仕事についての職場外での相談対応、支援

	４． 在宅勤務の拡充
	１１． 分かりやすい作業マニュアルの作成

	５． 職場の障がい者理解
	１２． 通院時等の休暇に対応するための人員配置

	６． 職場の上司や同僚に障がいの理解があるこ　　　と
	1３． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	７． 職場で介助や援助等が受けられること
	1４． わからない



[image: ]
アンケートはあと残り半分です。
お手数おかけしますが、最後までご協力の程、よろしくお願いいたします。

５　障がいのある児童の教育について
問２０　あなたは、発達障がいという障がいをご存知ですか。（１つに○）
※発達障がいは、生まれつきの脳の働き方の違いにより、幼児のうちから症状が現れるもので、
学習障がい、注意欠陥・多動性障がい、自閉症などさまざまな障がいがあります。
	１． 内容を知っている
	２． 聞いたことがある
	３． 知らない



問２１　発達障がいを持つ本人やその家族に対する支援には、発達障がいに関するまわりの理解や環境が重要となります。あなたは、発達障がいについて町民の理解があると思いますか。（１つに○）
	１． 理解があると思う
	４． 理解がないと思う

	２． どちらかというと、理解があると思う
	５． 知らない・わからない

	３． どちらかというと、理解がないと思う
	



問２２　あなたは、障がいのある児童・生徒が、義務教育の機関においていきいきと成長するには、どんな取組が必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 障がいの特性に応じた学習内容の充実

	２． 普通学級か、特別支援学級か、特別支援学校かの適切な選択

	３． 特別支援学級や特別支援学校に対する保護者の理解

	４． 必要に応じた支援員の配慮

	５． 障がいの特性に応じた設備・備品の整備

	６． 障がいの早期発見・早期支援の仕組みづくり

	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	８． わからない



６　福祉サービス等の情報について
問２３　あなたは、福祉サービスに関する情報をどのように入手していますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 町の福祉に関する相談窓口や保健師
	７． 知人・友人

	２． 町の発行するパンフレットや広報誌
	８． 病院の主治医や看護師など

	３． 福祉関係の施設や事業所の職員
	９． インターネット

	４． 社会福祉協議会（職員や広報誌など）
	１０． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	５． 新聞・テレビなど
	１１． 情報を得る方法がない

	６． 民生委員・児童委員
	


問２４　あなたやあなたの家族が障がい者になったとき、または障がいが疑われたときは、家族以外で、誰に（どこに）相談しますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 町の障がい者相談窓口や保健師
	５． 友人や知人

	２． 福祉関係の施設や事業所の職員
	６． 病院の主治医や看護師など

	３． 社会福祉協議会の職員
	７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	４． 担当の民生委員や地域の障がい者相談員
	８． わからない



７　障がい者の権利擁護について
問２５　あなたは、「合理的配慮」の考え方について知っていますか。（１つに○）
※障害者差別解消法では、障がいの「ある人」が「ない人」と同じように生活するために過大な負担となら
ない範囲で行う配慮や工夫を「合理的配慮」としています。また、「合理的配慮」を行わないことは差別
として位置づけられています。
※事例としては、「事業所において、知的障がい・発達障がい者の方から、言葉を出して意思表示することが難しいという申し出があったため、ジェスチャーやメモで意思表示を行うようにした」などがあげられ
ます。
	１． 合理的配慮の考え方について知っている

	２． 合理的配慮という言葉は聞いたことがある

	３． 合理的配慮の考え方については知らない



問２６　あなたは、役場やお店、病院、学校などで、障がい者に対してどのような配慮や工夫が必要だと思いますか。具体的にお書きください。
	

	

	

	

	

	

	

	

	





８　障がい者福祉施策について

問２７　あなたは、障がい福祉に関して関心がありますか。（１つに○）
	１． とても関心がある
	４． まったく関心がない

	２． ある程度関心がある
	５． わからない

	３． あまり関心がない
	



【問２７で「１．とても関心がある」または「２．ある程度関心がある」と回答した方にお聞きします。】
問２８　あなたは、どのような理由から関心がありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１． 自分の身内や近所、知り合いに障がいのある方がいるから

	２． 障がいのある方へのボランティア活動を行っているから

	３． 障がいのある方へのボランティア活動を行いたいと思うから

	４． 自分自身が福祉に関する職業に就いているから

	５． テレビや雑誌等で障がいのある方に関することを目にしたり聞いたりするから

	６． 県や町の広報誌で障がいのある方に関することを目にするから

	７． 障がい者福祉の制度に興味があるから

	８． その他（　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問２９　あなたは、町内の道路や施設が、障がい者にも配慮されていると思いますか。（１つに○）
	１． かなり配慮されている
	４． あまり配慮されていない

	２． ある程度、配慮されている
	５． まったく配慮されていない

	３． どちらともいえない
	



問３０　障がい者を対象とした本町の福祉施策について、あなたの満足度をお聞かせください。（１つに○）
	１． たいへん満足
	４． 不満

	２． 満足
	５． たいへん不満

	３． どちらともいえない
	



問３１　あなたは、現在住んでおられる地域は、障がいのある方にとって住みやすい所だと思いますか。（１つに○）
	１． 住みやすい
	４． 住みにくい

	２． やや住みやすい
	５． わからない

	３． やや住みにくい
	


問３２　“障がい者にも住みよいまち”をつくるために、あなたは、何が必要だと思いますか。
①【行政施策として改善できるもの】（あてはまるものすべてに○）
	１． 相談窓口の充実

	２． サービス利用手続きの簡素化

	３． 専門職の育成と資質の向上

	４． 保健・医療・福祉・介護などの関連機関の連携強化

	５． 生活・職業訓練などを行う通所施設の整備・拡充

	６． 職業訓練や働く場所の確保

	７． 障がいのある方を対象とした経済的支援の拡充

	８． 情報通信環境の整備

	９． 利用しやすい道路・建物などの整備・改善

	１０． 障がいの特性に配慮した公営住宅や介護付共同住宅などの整備

	１１． 災害時における避難誘導支援策の充実

	１２． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	13． わからない



②【障がいや障がい者に対する理解を深めるもの】（あてはまるものすべてに○）
	１． 家族や地域を対象とした啓発事業

	２． 障がい者福祉に関する情報提供の充実

	３． 障がいのある方の一般就労の促進

	４． スポーツ、サークル、文化活動など交流機会の拡充

	５． ボランティアを行う人材や団体の育成

	６． 障がいの特性に応じた保育や教育の充実

	７． 障がい者福祉を目的とする住民団体への支援

	８． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	９． わからない





問３３　あなたは、川西町が実施している「まほろばあいサポート運動」を知っていますか。（１つに○）
※まほろばあいサポート運動とは、障がいのあるなしにかかわらず、誰もが暮らしやすい共生社会を実現
するため、配慮の仕方や手助けの方法などを理解して実践する「あいサポーター」の養成を目指す運
動です。
	１． 内容を知っている
	２． 聞いたことがある
	３． 知らない



問３４　あなたは、磯城郡地域自立支援協議会を知っていますか。（１つに○）
※磯城郡地域自立支援協議会とは、障がい児及び障がい者が住みよいまちづくりをすすめるため、磯城郡３町の住民及び福祉・保健・医療・教育・労働などの関係機関が連携し、地域を活性化させるために設置された協議会です。

	１． 内容を知っている
	２． 聞いたことがある
	３． 知らない



【問３４で「１．内容を知っている」と回答した方にお聞きします。】
問３５　あなたは、磯城郡地域自立支援協議会が川西町役場で定期的に物品販売を実施していることを知っていますか。（１つに○）
	１． 知っている
	２． 知らない



問３６　本町の障がい者福祉施策について、ご意見ご要望等がありましたら、ご記入ください。
	

	

	

	

	

	

	

	

	



[bookmark: _GoBack]質問は以上です。調査にご協力いただき、ありがとうございました。

ご住所・お名前は書かずに、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、
１０月３０日（金） までに投函していただきますようお願いいたします。
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